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　2018 年に行ったシンガポールの公立小学校 3 校の
視察の活動報告である．シンガポールの算数教育では，
「数学的プロセス」能力の育成を重視し，小学校全校
で「バーモデル」と呼ばれる図を使った文章問題の解
法を徹底して指導している．更に，チームティーチン
グによる一貫した指導，日常的なＩＣＴ機器の使用，
プリントを活用した学習，教材の充実がシンガポール
の算数教育の特徴として挙げられる．課題として，算
数教育を通して児童のコミュニケーション能力の育成
を行うことへの意識が低いように見受けられたこと，
ストリーミング制度は個々の児童の学力向上には適し
ているが，児童の多様性を受け入れる態度を育むこと
を阻害している可能性がある点が挙げられる．
１．はじめに
　国際協力を考える上で注目を浴びているシンガポー
ルの教育の現状を調査するとともに，現地小学校との
間で授業の共同研究に係る協議を行うことを目的とし
て，シンガポールの 3 校の公立小学校を訪問した．
 　本報告書では，訪問を通して気付いたシンガポー
ルの算数教育の特徴について日本と比較しながらまと
める．
２．日程
⑴　 7 月30日　日本出国
⑵　 7 月31日　シンガポール到着
　　　　　　　Ａ小学校訪問
　　　　　　　・授業観察
　　　　　　　・授業観察後会議
⑶　 8 月 1 日　シンガポール市内にて教材・資料収集
⑷　 8 月 2 日　Ｂ小学校訪問　
　　　　　　　・授業観察
　　　　　　　・授業後観察会議
　　　　　　　・学校紹介
⑸　 8 月 4 日　Ｃ小学校訪問
　　　　　　　・授業観察
　　　　　　　・授業観察後会議
　　　　　　　・シンガポール出国
⑹　 8 月 5 日　日本帰国
３．シンガポールの教育制度について
　シンガポールの教育制度は，原則的に小学校教育 6
年間，中学校教育 4 年間，高校教育 2 年間 6・4・2 制
をとってはいる．しかし，小学校 6 年生終了時に教育
修了試験（PSLE），また中学校卒業時と高校卒業時に
は，それぞれ GCE"N"（Singapore-Cambridge General 
Certificate of Education Normal）または"O"（Ordinary）
レベル，GCE"A"（Singapore-Cambridge General Certificate 
of Education Advanced）レベルの試験があり，その成績
により進学コースが決定されるため，学力によって修
了年限も異なってくる．このストリーミングと呼ばれ
る能力による振り分け制度は，シンガポール教育の大
きな特徴の一つであり，最初の振り分けは初等教育４
年生時のテストである．このテストの結果と保護者の
同意により，小学校 5 年生から科目ごとに，レベル別
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クラス編成「Subject-based banding」がなされる．得
意科目は標準レベルの，不得意科目は基礎レベルの授
業をそれぞれ受けることができ，「生徒一人ひとりに
対してより適切なレベルの教育内容を提供し，能力を
伸長させる工夫がなされている」．振り分けの基準は
高度の母語を学ぶ EM（English, Mother Tongue）1，
一般レベルの EM2，学力レベルの低い EM3 という 3
段階のレベルで，すべての生徒が能力別クラス毎に習
得可能な範囲で 2 言語を学ぶ体制となっている．この
バイリンガル教育もシンガポールの教育の特徴の一つ
であり，児童は英語の他に，中国語（北京語），マレー
語，タミール語のいずれかの母語を学習する．
　基本的に PSLE，GCE"N"，GCE"A" と繰り返される
振り分けテストで高得点をとった学生が大学進学の道
を選択できるため，大学進学率は年々上昇してはいる
が未だに 38%（シンガポール教育省，2018）と他の
先進国と比べ低くなっている．このことについて，「シ
ンガポールという国が各教育段階の入学者数を今でも
コントロールしている」（キャット，2009，p.9）とす
る研究者もいる．また，自治体国際化協会がシンガポー
ルの現技術教育局（Institute of Technical Education
通称 ITE）本部で 2014 年に行った聞き取り調査によ
ると，「教育省が現在の教育システムの中で理想とし
ている中等教育修了後の教育課程への進学バランスは，
ジュニアカレッジ（Junior College2）25％，専門教育 
40％，技能教育 25％，民間職業訓練所や就職など教
育機関以外に進む生徒が 10％」（自治体国際化協会，
2015，p.2）となっており，同協会は，その理由を「大
学の濫立による教育レベル低下の防止と優秀な労働力
を育成するため大学以外の教育を充実させるという二
つの目的があると考えられる」（自治体国際化協会，
2015，p.3) としている．つまり，政府が自国民を国家
運営上で必要なあらゆる職業に振り分けるために意図
的に進学先と入学人数をコントロールし，「国家のリー
ダーとなる人材とシンガポールの経済を支える有能な
労働力となる人材の両方をバランス良く育成する教育
システムの構築」（自治体国際化協会，2015，p.1）を行っ
てきたと解釈することもできるのである．
　日本の外務省のホームページ１によれば，小・中学
校は週 5 日制，小学校は午前と午後の 2 部制である．
1 年が 4 期に分かれ，それぞれのタームの間には短期・
長期の休暇があり，年間 200 日の登校が定められてい
る．
　就学前教育については，2 歳～ 4 歳対象の保育園
（Child Care Centre，Nursery School），5 歳～ 6 歳対
象の幼稚園（Kindergarten）がある．いずれも義務で
はない．授業は英語と母語（中国語・マレー語・タミー
ル語のいずれか）の 2 言語にて行われる．言語の他に
は算数を学習する．
　
４．シンガポールの算数のシラバスについて
　小学校の主要教科は英語，母語（第二外国語），算
数で，その他に音楽，美術，社会，理科，品格・市民
教育（Character and Citizenship Education），体育が
ある．これらのシラバスはシンガポールの教育省の
ホームページ１から誰でも閲覧することができる．そ
の他，クラブ活動や国際教育，総合学習等，といった
教育活動が小学校のカリキュラムに組み込まれている．
　小学校 4 年生までは全員同じシラバスで学習をする
が，5 年生からは英語，母語，算数の 3 教科において
シラバスが「基礎」（Foundation）と「標準」（Standard）
の 2 種となり，児童は自分のレベルに合ったシラバス
で学習できる．「基礎」では，主に 1 ～ 4 年で学習し
た内容のおさらいを行い，「スタンダード」では，1
～ 4 年の既習事項から更に発展した内容を扱う．卒業
試験 PSLE も「基礎」と「標準」に対応した２種の試
験が用意されている．
　小学校の算数の学習内容は「数と代数」（Number 
and Algebra）「 測 定 と 幾 何 」（Measurement and 
geometry）「統計」（Statistics）の 3 領域と，この 3
領域にまたがる「数学的プロセス」で構成される．
　小学校の算数教育のねらいは以下の 3 つである．
・日常で使うことや数学を学び続けるために数学の概
念や技術を獲得すること
・問題解決のための数学的なプロセスを通して考える
こと , 推論すること , コミュニケーション能力 , 適
用すること，メタ認知的な技術を発達させること．
・自信を付けることや数学への興味の育成をすること．
※金井，高開ら（2017，p.70）の訳を一部変更して著
者がまとめた．
　中学・高校になると他教科に算数で身に付けた技能
を応用することが算数学習のねらいの中に含まれてく
る．
　小学校の算数では，数学的プロセス（Mathematical　
Processes）能力の育成が重視されており，①推論，コミュ
ニケーション，関連付け（Reasoning, Communication 
and Connections)　②応用（Applications）　③思考力
と 発 見 的 問 題 解 決 学 習（Thinking skills and 
１　シンガポール教育省　https://www.moe.gov.sg/education/syllabuses（2019 年 1 月 16 日参照）
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Heuristics）の 3 つにカテゴライズされている．③の
「思考力と発見的問題解決学習」の具体的な指標の一
例としてバーモデル 2（シンガポールのシラバスには
「Poyla’s model」と記述されている．）の使用を明記
しており，このバーモデルはシンガポール算数の大き
な柱となっている．詳しくは後に述べる．
５．算数の授業と教材の特徴
１）バーモデルの使用 
 　シンガポールの小学校では，バーモデルを使用し
て文章問題を解く練習に力を入れており，シンガポー
ルの小学校生はバーモデルをかくための専用の定規を
持っている．バーモデルは，日本でいう「テープ図」
と殆ど同じもので，「全体と部分の数量の関係を表し
たり数量の違いを表したりするだけでなく，分数や割
合や百分率の問題解決にも活用されている」．（吉田，
2010，p.35）さらに，「知っている数値だけでなく，
わかっていない数値も図の中に表すことができ」，「小
学校の算数の範囲だけでなく中学校の代数での文字式
の立式を考える時にも効果があることから，問題解決
の重要な教材として， また，小学校の算数と中学校の
数学の橋渡しとなる重要な指導方法としてその指導に
力が入れられている」．（吉田，2010，p.35）今回訪問
した 2 つの学校でも，以下の同じスモールステップで
教えており，これが国のスタンダードの統一された教
え方であることが窺えた．（図 4 ）
①問題文の文章にアンダーラインを引き，情報を「部
分」と「全体」，「分からない値」に整理する．
②①で整理した情報を元にしてバーモデルをかく．
③立式して答えを出す．
　このように，シンガポールではバーモデルを使用し
た文章問題の解き方が細かく決められていることで，
算数教員が変わっても，例え転校しても，児童はこれ
まで習って来た通りの方法で文章問題を解くことがで
きる．また，シンガポールでは，小学校教育の数年間，
バーモデルを使用した解き方を徹底して反復練習させ
ているので，バーモデルを使用した文章問題の解法の
定着がはかりやすいと思われる．
　最後に訪問した小学校は，「ヒューリスティック」
と呼ばれる算数的問題解決学習の時間を毎週１時間
とっており，見学した授業もその時間だった．「ヒュー
リスティック」の時間では，学校オリジナルの問題集
を使用しており，中身はほぼ，バーモデルを使った文
章問題であった．（図 5 ）他の算数の時間は他の単元
の内容を勉強していても，週１回同時並行でこうした
文章問題に取り組むことで，どのようなタイプの問題
の時に，バーモデルを使用すると解きやすいのか，そ
ういったことも児童は自然と体得していくことができ
る．シンガポールの子供たちは文章問題を解く際に，
問題の中に「１unit」にあたる数値があるかどうかを
探し，バーモデルを使用して解くことができる可能性
をまず考えることを習慣化している．（田嶋，2013）
この徹底した文章問題を解く訓練の効果がシンガポー
ルの TIMSS2015，PISA2015 共に国際順位第一位の
好成績にも反映されていると考えられる．
２　文章問題の内容を棒状の図に落とし込んでから解く解法で，日本では方程式で解くような問題もこのモデルを使うと解くこと
ができる．日本では「バーモデル」という名前で知られるが，シンガポールのシラバスには「Polya’s model」と記述されている．
図４ 図５
シンガポール共和国の小学校の現状視察～算数教育の視点から日本との比較を通して～
199
　日本の教科書にもバーモデルとほぼ同じテープ図や
線分図は，「文章問題の解決のためのモデルとして，
低学年から高学年まで系統だって使われている」．（吉
田，2010，p.35）日本とシンガポールの文章問題の捉
え方，文章問題を解く際に使用する図の扱いについて，
吉田（2010，p.35）と河野（2009，p.474）の文献を元
に表１を作成した．吉田（2010）は，日本とシンガポー
ルの図の扱い方の違いについて，二点挙げている．一
点目は，シンガポールが，図を「文章問題解決のため
の手続きとして指導し，だれもが最も効率的な方法で
答えを求めることを重視している」（吉田，2010，p.35）
のに対し，日本は「図を具体的な場面を算数の見方で
とらえ考えるための道具として身につけ，問題解決の
ストラテジーとして，また自分の考えの根拠として表
現したりできるようにすることを重視している」（吉
田，2010，p.35）ことである．二点目は，「日本では，
高学年に進むと線分図と数直線図の両方を活用し，特
に小数や分数の乗除計算の指導や割合や百分率の指導
で は， 数 直 線 図（ ま た は， 二 重 数 直 線（Double 
number line）の活用へと図の抽象化が進み，答えを
出すための図ではなく，演算を決定する時の思考の道
具として発展していくように指導され」，（吉田，p.35，
2010）シンガポールでは，一般的にバーモデルが「引
き続き活用される」（吉田，p.35，2010）点である．
　幅広い問題に対応できるという利点があるバーモデ
ルだが，欠点として「かきづらさ」が挙げられると思
われる．例えば，今回訪れたある学校の 4 年生の算数
では，「トーさんは，チョコレートマフィンを焼きま
した．1―9 をタンさんにあげました．さらに，トーさん
の家族が 28 個マフィンを食べ，2―3 のマフィンは売りま
した．a トーさんは何個のマフィンを焼きましたか．
b トーさんは何個のマフィンを売りましたか．」とい
う問題を解いていた．教師が示した正しいバーモデル
は図１のようになる．図の中に 1―9 ，
2
―
3 という数字は無く，
バーモデルそのものがこれらの分数を示している．つ
まり，これらの分数を視覚的に表すために，バーモデ
ルをかく際はテープを正確に等分することが重要にな
る．日本では方眼紙のノートを使うためテープ図をか
くのも簡単だが，白い紙ワークシート文化のシンガ
ポールではバーモデル専用の定規が必需品になるのも
頷ける．さらに難解な点は，2―3 を通分して
6
―
9 に直さな
くては，このバーモデルを完成させることはできない
点である．高い文章読解力が必要となり，このバーモ
デルをかくことができる能力があるのであれば，もは
や，バーモデルをかかなくても立式して答えまで求め
ることができるのではないだろうか．寧ろ，この問題
の場合，直線を正確に 9 等分に区切ることができなく
ても，ざっくりと場面把握ができる図 2 のような線分
図に表した方が通分のステップも省けるため，どんな
児童も情報整理を簡単に行うことができると考えられ
る．
　日本の教科書は，問題の内容に応じて数量関係を表
象する最適な図として，線分図やテープ図，二重数直
線図等，異なった図を提示しているが，どんな問題の
時にどういう図を使って表すと，情報を整理しやすい
のかということの指導が不足していることが課題だと
思われる．基本的に単元ごとにワークテストがあるだ
けなので，児童が「今の単元はいつも二重数直線が出
てくるから二重数直線を使えばよい」という数学的根
拠に欠けた判断をしているのか，「異なって変化する
2 つの数量関係を表すには二重数直線を使うとよい」
という判断を下しているのか，教員は評価できない．
学習塾に通っていない児童の中で，問題に応じて適切
な図を選んで作図するだけの能力を十分につける児童
の割合は，高くないと推測される．
　現在，シンガポールでは効率的に答えを求めること
に重点をおくシンガポールのやり方を「課題として捉
える教育者が多く」，シンガポールの算数も「日本の
ような問題解決型学習へと進展して行くだろう」（吉
田，2010，p.35）という指摘もある．しかし，「分かる」
シンガポール 日本
図 の 性 質 ・問題解決のための手続き
・文章題場面の表象
・数量のモデル 
・問題解決のための道具
・手続きの違いの表象
・数量関係のモデル
重視する点 図を使ってだれもが最も効率的な方法で答えを求め
ること．
図を問題解決のストラテジーとして，または自分の
考えの根拠として表現すること．
図 の 種 類 バーモデル（テープ図） テープ図，線分図，数直線図（二重数直線図）が低学
年～高学年まで系統だって使用される．
※吉田（2009）と河野（2009）の文献をもとに著者が作成．
表１：日本とシンガポールの図の扱いの違い
図１　※査察を元に著者が日本語に訳して作成．
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「できる」ことが児童の学習意欲や学びの喜びに繋が
るため，徹底的にスタンダードの「解き方」を教える
ことで問題を解く楽しさや達成感を多くの児童に味わ
わせることができるシンガポール式算数の良さも無視
できない．
　国際数学・理科教育動向調査（TIMSS2015）の『算
数・数学の学習が好きな児童・生徒の割合』について
の調査では，「算数がとても好き」と答えた小学校 4
年生の児童の割合は，シンガポールが 39％，日本は
26％となっている．中学 2 年生では，「数学がとても
好き」と答えた生徒の割合は，シンガポールが，24％，
日本が 9％とその差は歴然である．文章問題を解くこ
とに苦手意識をもつ児童が少なくなれば，「算数がと
ても好き」と答える児童も増えるのではないかと推測
される．日本では，計算問題が得意な児童であっても，
文章題は苦手であるという児童は多く，どのように指
導するべきか，現場では試行錯誤が続いている．「教
員がどのような文章題指導を行っていくべきなのかを，
具体的に提案していくこと」（2015，永藤，p.204）が
求められている．これまで通り，多様な考え方を認め
合いながら授業を進める，日本式問題解決学習の在り
方も大事にしつつ，シンガポールのように児童にとっ
て分かりやすいスタンダードな文章題の「解き方」を
最低限習得させるような算数教育も検討していく余地
があると考えられる．
　また，シンガポールのように，特定の解法を使って，
反復練習を繰り返すことは，「勉強の仕方」を児童に
自然と体得させる効果があると考えられる．つまり，
学校での反復学習を通して，「繰り返して学習するこ
とで以前より理解が深まる」「難しそうな問題も，情
報を整理して，基本的なステップを踏めば解くことが
できる」という感覚をつかみ，自己学習に取り組むこ
とができるのではないか，ということである．
　今回訪問したある小学校の理科の授業では，教員が，
ダンスのような手の動きをつけて，リズムにのって植
物細胞に関する専門用語を繰り返し唱えて児童に暗記
をさせている様子を目にした．手の動きも，専門用語
の意味を連想させるような動きに工夫されている．児
童は意欲的に取り組んでいた．「繰り返し声に出す」「身
体を動かす」という手法を使って，効率的に暗記をす
る方法を教師が意図的に示しているように感じられた．
　日本では，知識詰め込み型の教え方が批判され，思
考力を育てる授業を推進するようになって久しい．そ
の風潮に縛られるあまり，「テストの点を取るための
勉強」と解釈されがちな「暗記方法」や「学習方法」
を教えることに，学校側が逃げ腰になっているように
思われる．確かに，本質を理解せずに知識や問題の解
き方だけを丸暗記しても，応用力が利かない上すぐに
忘れてしまうだろう．一方で本質を学習すれば，暗記
すべきことを全て暗記できるかと言えばそうではない．
暗記のためのテクニックや自習を効果的に行うテク
ニックを教えることは，児童の学力を身に付ける上で，
塾だけではなく，学校側の重要な役割であり，日本が
シンガポールに学ぶべき点は多くあると思われる．
２）チームティーチングによる一貫した指導
　シンガポールの小学校は，担任を含め一人の教員が
１教科，もしくは 2 教科のみを教える教科担任制に
なっている．教員を目指す学生は，教員養成の時から，
自分の専門科目を選んで勉強をスタートする仕組みだ．
従って，日本のように担任が全教科教える必要はなく，
自分の担当教科の教材研究に力を入れることができる．
どの学校でも各教科担当の教員達が教材研究を協働で
行い，単元指導計画をたて，情報を共有しながら，授
業を行っている．理科専科の導入等，少しずつ分業化
が進んではいるものの，一人の担任がほぼ全ての教科
を受け持っている日本より，1 時間 1 時間の授業の質
が高くなるのは当然である．また，チームティーチン
グで指導計画を立てているため，教員によって教え方
が異なって児童が混乱するという事態になりづらいと
いう利点もある．
　日本の算数教育の課題として，以下の点が挙げられ
るように思う．
①　同じ校内でも教員によって教え方が若干異なり，
児童の混乱を招きやすいこと．
②　単元学習に終始してしまい，様々なタイプの問題
を解く総合復習の時間が不足している．従ってそれ
ぞれの問題にどのようなやり方を当てはめればよい
のか判断する訓練が圧倒的に足りないこと．
　①については，例えば，啓林館の「教科書 5 年」の
「分数（2）」には，「分数 1㎗で，5 分の 3㎡ぬれるペ
ンキがあります．このペンキ 4㎗では何㎡ぬれますか」
という問題が記載されている．教科書には二重数直線
図が記載されてはいる（図 2 ）が，問題文を読解する
ための一つの方法として紹介されているにすぎないた
め，この二重数直線を使うことを児童に強調するか否
かは，教員次第になっている．児童の実態に合わせて，
図を使わずに「1㎗でぬれる面積×ペンキの量 = ぬれ
図２　※著者が作成．
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る面積」という言葉の式に落とし込んで教える教員も
いる．
　著者は，以前勤務していた小学校で文章問題を教え
る際，二重数直線の作図の指導に力を入れていた．二
重数直線の作図ができると，「割合」や「速さ」等，
児童がつまずきやすい単元でも，容易く立式ができ，
算数に苦手意識をもつ児童が減ると考えたからだ．だ
が，著者の勤務校では，単元ごとにプレテストを行い，
習熟度別クラスを編成していたため，同一教員が同じ
集団に指導を継続することが不可能だった．習熟度別
指導が児童の学習意欲向上や学力向上に役立っている
と感じながらも，もっと 6 年を通して一貫した指導を
したいという思いもあった．日本では，全国的に算数
科の習熟度別少人数指導が行われている．シンガポー
ルを倣い，校内の教員が 6 年間を見通して共に教材研
究を行い，一貫性をもった指導をすることで，児童の
学力の更なる向上が期待できると考えられる．
　②についても，シンガポールの算数は 5 ～ 6 年で 4
年までの既習事項を総復習する「基礎」編のシラバス
を習熟度の低い児童向けに用意していたり，単元に囚
われずに同時並行で全く関係のない文章問題を解く時
間を設けたり，問題に応じてこれまで培ってきたどの
知識・技能を適用すればよいのかを選び取る訓練の時
間が公教育の中に保証されている点が日本と大きく異
なるように感じられる．日本の算数の授業を振り返っ
てみると，様々なタイプの問題に集中的に取り組むの
は基本的に年度末の学年のまとめの単元のみである．
朝の時間や昼休み終了後等の隙間の時間を算数学習に
充てている学校もあるが，たいていは単純な計算練習
や，現在やっている単元の復習であることが多い．
　数多くの学校行事に追われる日本の公立小学校は，
単元の内容を授業時数内で終わらせることでぎりぎり
の状態であり，様々なタイプの問題に対応できる「適
用力」を培う訓練を塾に丸投げしているように感じら
れる．中学受験をする児童は，長期講習等を使って早
い時期から受験に必要な内容を網羅してしまう．そし
て，何度も復習を繰り返す内に，どんな問題でどの知
識や技術を適用するべきかを学んでいく．しかし，そ
うした訓練を受けていない児童は単元のテストが終
わったら学んだことを忘れてしまったり，様々なタイ
プの問題を混合したテストになると，どの問題でどん
な解き方をすればよいか分からなくなってしまったり
するのである．更に，教員によって教え方が異なると
なれば，学年を超えたこれまでの学びが系統性をもっ
て整理されないのは当然である．
　
３）日常的な ICT 機器（ICT：Information Communication 
Technology）の活用
　シンガポールでは，全学校の全教室にプロジェク
ター，拡大投影機が設置され，タブレット型パソコン
が配布されている．児童はこの IT 社会を生き抜く上
で必要なスキルを幼い頃から学ぶことができる．また，
教員も，ICT 機器を効果的に使って，質の高い授業
をすることができる．多くの授業は教員が作ったプレ
ゼンテーションを使って行われ，黒板は，補助的に使
用されている．（図 5）つくったプレゼンテーションは，
勿論教員同士でシェアでき，保存できるので，効率的
に教材研究ができる．プレゼンテーションは児童の関
心を引きやすく，また，一度作ってしまえば何度でも
使え，紙教材に比べて管理が簡単でシェアしやすいこ
とが利点だと言える．シンガポールでは，「普段は指
導される立場である若手や新任の教師が，ICT を活
用した授業 に関しては先輩教師をサポートする柔軟
性を学校現場は持っている」．（自治体国際化協会 
2015，p.10）
　今回訪問したある小学校では，PLICKERS という
ソフトウェアを使い，授業中の児童の解答や成績を管
理している．事前に児童の名簿を教員側で登録してお
き，授業中に携帯をかざすと児童の書いた答えが教員
側にスキャンされ，誰が何を書いたか，クラス全体の
図３※出典：「わくわく算数 5」啓林館 p.154
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正答率までも瞬時にグラフにしてくれるソフトだ．
APP SPTORE でも，評価は 5 段階中 4.9 もあり（2018
年 11 月），教員に高く評価されていることが窺える．
日本では，担任が一枚一枚テストを採点し，エクセル
等のソフトに入力し，成績を出している．ICT 機器
は目的に応じて，適切に活用すべきであり，教育の全
てを IT 化するべきだとは思わないが，事務作業の効
率化を図るために，活用できるものは積極的に活用し
ていくべきだと思われる．
４）プリントやワークブックを中心とした学習
　今回の見学したどの授業でも，ノートは使わずプリ
ントに書き込んでいく形で授業が展開されていた．（図
6）日本の場合，本時の課題となる問題文を写すとこ
ろから始まることが多く，書くことが苦手な児童はそ
こで学習意欲が停滞してしまう．また，教員側も，視
写することが苦手な LD の児童のためには事前にプリ
ントを用意する等，対応を変えなくてはならず，手間
がかかる．
　児童は問題文を書き写すことで問題内容を深く理解
することができると共に，速く正確に文字を書く力を
養える．また，ノートを工夫しながら自分でつくって
いくことで情報処理能力を高められる．ノート指導を
丁寧にすることの意義は十分にある．だが，一方で，
ノート作りにこだわりすぎるあまりに本質に迫ろうと
する児童のやる気をそいでしまうケースもある．シン
ガポールの指導の仕方は，それぞれの単元の学習内容
に，よりフォーカスしているように感じた．
　また，シンガポールの児童は白紙のワークシートを
どのように使うかを訓練されていることで，きちんと
途中式を残して効率よく問題を解いていく技術を身に
付けていた．昨年，東京で算数教諭として働いていた
時に 1 ～ 6 年の全校児童約 600 人に学力テストを行い，
採点，分析を行ったことがある．普段からマス目や行
のついたノートを使っているため，余白を上手く利用
して分かりやすく筆算を書いていないことで計算ミス
をしている児童が多かった．日本では，児童の字が小
さくならないようにワークシートに行を引いたり，筆
算の欄をもうけたり，使いやすく配慮されたワーク
シートが多いが，年齢に応じて真っ白なワークシート
をどのように使いこなすかを訓練することも，ノート
指導と同時に必要だと気付かされた．
５）教材の充実
　 3 校を見ていて驚いたのが算数の副教材が充実して
いることである．ブロックや分数学習用のパズル等，
学年に合わせた算数教材が，各教室に置かれ，政府か
ら全国児童全員に無料で提供されている教材もある．
（図 7）視覚的な教材や具体物を使った操作は，児童
の理解を深めるのに非常に有効ではあるが，日本の場
合財政が厳しい自治体は，購入することが難しく，地
域によって学校が所有する教材の量や質には差がある．
手作りするとなると，コストや労力がかかり，そこま
で手が回らない教員が多いのも事実である．
　教材が平等に全校に配布され，教育環境において地
域格差がないことはシンガポールの教育の良さの一つ
だと言える．
　
６．今後の議論
１）算数教育を通して児童のコミュニケーション能力
を育成する機会の少なさ
　§4 で述べたようにシンガポールの小学校の算数教
育のねらいには，「問題解決のための数学的なプロセ
スを通して考えること，推論すること，コミュニケー
ション能力，適用すること，メタ認知的な技術を発達
させること」と記述されており，「コミュニケーショ
ン能力」も算数で育てたい力に設定されている．しか
し，今回見学した 4 時間の授業のうち，3 時間は教師
と児童のマンツーマンのやりとりしか見ることができ
ず，児童の間でコミュニケーションがとられる場面は
無かった．一つの学校では，児童に一人一人に提示さ
れたバーモデルから文章問題を作り，お互いにつくっ
た問題を解き合うペア活動をしていたが，一つの課題
に対してお互いの考えを伝え合い，学び合う活動は見
られなかった．さらに，他の児童が発言している間に，
まだ問題を解き続けている児童がいても教員が指摘す
ることは無く，自力解決，グループ解決，集団解決の
時間を意図的に設定し，お互いの意見を「聞く」時間
は鉛筆を置かせ，徹底的に「聞く」ことに集中させる
日本とは大きな違いがあった．
　そもそも，シンガポールの場合，文章問題を解くと
図７
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きは基本的にバーモデルを使用した解き方に限定して
指導しているため，異なる意見を交流させて問題解決
の糸口を探す授業展開になる機会は少ないのは当然と
いえる．しかし，バーモデルを使用しない「分数」，「重
さの単位」の授業においても，児童と生徒の一方通行
のやりとりに限られていた．シンガポールの算数のシ
ラバスには「コミュニケーション」というワードがあ
るものの，現場の教員は，他者とのコミュニケーショ
ンを通して学び合うことよりも児童一人一人が正しい
答えを導き出すことができた，という結果を重視して
いるような印象を受けた．算数教育を通したコミュニ
ケーション能力の育成については，まだ改善の余地が
あると思われる．
２）ストリーミング制度が児童の心の成長に及ぼす影
響
　シンガポールの教育の大きな特徴であるストリーミ
ング制度であるが，児童が自分たちのレベルに合った
進度の授業を受けることができる点が非常によいと感
じた．昨年度，シンガポールの小学校で行われた視察
をまとめた報告書にも，「学力の近いグループを集め
ることにより，より学びやすい環境を作り，理解が進
むように配慮されていると感じた」（鈴木ら，2017）
とある．
　著者は現在，青年海外協力隊としてジャマイカで活
動しているが，ジャマイカも学力によってクラスが分
けられている．一番下のクラスにおいても，学力がさ
ほど変わらない安心感からか，児童が分からない時に
「分からない」と堂々と言うことに驚かされた．日本
でも算数の習熟度別指導が導入されるようになって久
しく，習熟の遅いグループに対する少人数指導や習熟
の早いグループに対する発展的指導を行っている学校
の方が，テストの正当数が上がることが確認されてい
る（文部科学省，2008）また，習熟度別で授業で行う
ことの利点として，勉強の苦手な児童がクラス内で大
きな劣等感を感じたり，周囲の大多数の出来る子の手
前，分からないのに，分かったふりをしてしまったり
することが少なくなる点が挙げられる．さらに，習熟
度別にしなかった場合，教員は習熟度に応じてワーク
シートの様式を変えたり，早く課題を解き終わった児
童のために発展課題を準備したりと一人一人のレベル
に合った指導を行うことが理想とされるが，忙しい中
で毎時間，そのような万全の準備をして授業に臨むの
は困難である．習熟度別で授業を行うと，授業者は対
象としている学習者だけにフォーカスして，彼らのレ
ベルに最も適した指導方法を考えればよいので，負担
も軽減され，授業の質も上がると考えられる．「学力
向上」だけにフォーカスするならば，ストリーミング
制度は，有効だといえる．
　一方で，児童の心の成長にフォーカスして考えてみ
ると，ストリーミング制度によって分断されることが，
児童の多様性を受け入れる態度を育むことを阻害して
しまっている可能性もあると考えられ，ストリーミン
グ制度が児童にもたらす心的影響について考える必要
があると考えられる．
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